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電流制限機能付スマートメーターにおける逆潮流に対する電流制限について（お知らせ） 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は当社事業に格別のご高配を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

 さて、当社は、平成28年３月以降、太陽光発電設備等を設置し、低圧で当社との受給契約を締結される

場合において、１台で供給電力量と購入（受給）電力量を計量する双方向計量機能付スマートメーターの設

置を開始しています。 
 つきましては、電流制限機能を有した双方向計量機能付スマートメーターを設置した場合の逆潮流に対す

る電流制限機能について、下記のとおり、お知らせいたします。 
 

敬 具 

 
記 

 

１ 電流制限・双方向計量機能付スマートメーターにおける逆潮流に対する電流制限機能 

従来、太陽光発電設備等を設置する場合、電流制限器（ＡＣＬ）が逆潮流においても作動する仕組み

であることから、多くの場合、需給契約容量を太陽光発電設備等の容量を踏まえた上で、定めていただ

いております。 

 

今回導入した電流制限・双方向計量機能付スマートメーターについては、逆潮流による電流制限は行

われない仕様としておりますので、需給契約容量については、太陽光発電設備等の容量を考慮いただく

必要はございません。 

 

[ 参考：最大負荷が40Ａで太陽光発電設備が６ｋＷの場合 ] 

従 来 今後（電流制限機能付ｽﾏｰﾄﾒｰﾀｰ） 

  

 
 

 

 

２ 留意事項 

ｏ 電流制限・双方向計量機能付スマートメーターの計器容量は、60Ａのみとなります。 

ｏ 発電設備容量が12ｋＷを超過する場合、120Ａ以上の双方向計量機能付スマートメーターの取付と

なりますので、スマートメーターでの電流制限はできません。 

      ※ 従来どおり、電流制限器（ＡＣＬ）を設置します。 
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